
支援のアイデア

基礎 プログラム４ 講義３

・障害特性に基づいた支援

この講義では、下記の資料を使用します。
お手元にご準備ください。

・差込資料③「特性確認シート」



• 本人の特性に基づいた支援を整えることによ

り、強度行動障害の状態になることを予防す

る支援を行うことができます。

• この時間は、自閉症の特性をベースにした予

防的な支援の在り方を理解することがテーマ

です。

この時間で学ぶこと1



• また、本人の状態像の変化に応じて支援をリ

ニューアルしていかないと、本人とのズレが

生じてしまうこともあります。その場合は、

改めて今までの支援を見直し、さらに支援の

補整や補強を行っていきます。

この時間で学ぶこと2



① 支援の道筋

② 目で見てわかる支援が基本

③ 支援のポイントはどこにあるか

④ 具体的な支援のアイデアを動画で

⑤ 支援を見直すことの重要性

この時間の流れ

講義 動画視聴 



① 支援の道筋



• 支援においては次のような道筋を大切にします。

Ⅰ その人の特性や人生のニーズを把握する

Ⅱ その人の特性に配慮した支援を考える

Ⅲ その人の人生のニーズに沿った計画と実践、評
価や改善のサイクル（ＰＤＣＡサイクル）で、
よりよい人生へと向かう

※PDCAサイクルとは、Plan（計画）・Do（実行）・Check（評
価）・Action（改善）を繰り返すことによって、業務を継続的に
改善していく手法のことです。支援を考える際もこのサイクルを
重視します。

Ⅳ 支援が停滞したり強度行動障害の様相が現れた
りしたときには、改めて支援を見直し、支援の
補整や補強をする

この講義では、Ⅱについて主にお話しします。
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② 目で見てわかる支援が基本



• 目で見てわかる支援をするのはなぜか？

–自閉症の人は目に見えないことの意味を理
解したり思いを伝えたりすることに苦手さ
があるから

–複数の情報を処理することに苦手さがある
から

–雑多な環境の中から必要な情報に目を向け
ることに苦手さがあるから



• 目で見てわかる支援をするために

–わかりにくい情報や生きにくい環境で暮ら
している人たち。一人一人にわかりやすい
形で届けたり整理したりする必要がある

＝ その人に合わせた支援

＝ 合理的配慮



③ 支援のポイントはどこにあるか



– 「いつ」

– 「どこで」

– 「何を」

– 「どのくらい」

– 「どうやって」

– 「次は」

確実に伝えたい６つの情報



–時間の工夫（生活の見通し）

–場所の工夫（活動との対応・刺激の整理）

–方法の工夫（やり方・終わり・次）

–見え方の工夫（ヒント・着目）

–やりとりの工夫

（コミュニケーションツール）

６つの情報を確実に伝えるための
５つの工夫



• どんな流れで生活するのかという理解を
助ける。

• 言われるがまま（または好き放題）では
なく、自分で適切に情報をキャッチし行
動できることを大事にする。

時間の工夫（生活の見通し）



場所の工夫
（活動との対応・刺激の整理）

• この場所では何をするのかという理解を助
ける。

－整理整頓は基本中の基本

 －エリア（境界）を明確に

 －場所と活動とが１対１対応できれば理想だが…

• 苦手な刺激を少なくするための配慮をする



方法の工夫（やり方・終わり・次）

• 「何を」「どのくらい」「どうやって」
「次は」という理解を助けるために

 －やることの内容や数や順序が違っても進め方は同じと
いう“システム”を提示する。



見え方の工夫（ヒント・着目）

• 見てすぐにわかる情報を提示するために

－必要な情報に注目しやすくする工夫

 －見るだけで何をすれば良いかがわかる工夫

 －情報や材料が見やすい・扱いやすい工夫 



やりとりの工夫
（コミュニケーションツール）

• 伝え合いわかり合うコミュニケーション
のために

   

－コミュニケーションの手続きを視覚的に示し、コミュ

ニケーションの成功体験をサポート



④ 具体的な支援のアイデアを動画で



⑤ 支援を見直すことの重要性



• 自閉症の特性に基づいた予防的な支援を展開し
ても、うまくいかないことは当然出てきます。

そんなときは、改めて今までの支援を見直し、

支援の補整や補強をしていきます。

• この見直し作業を繰り返しながら、本人に合っ
た支援を整え、本人が力を発揮しやすい環境を
つくっていくのです。
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